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令和８年７月 下田市教育委員会定例会 会議録 

 

　令和８年７月28日（火）13時30分、下田市教育委員会定例会を下田市役所河内庁舎多目的室に

招集した。 

 

出席委員は次のとおりである。 

山田　貞己　　教育長 

宮内　慎也　　委　員 

宮川　大輝　　委　員 

西川　紀栄　　委　員 

礒崎　真紀子　委　員 

 

 

委員以外に出席した者は次のとおりである。 

平川　博巳　　　学校教育課長 

増山　順一郎　　生涯学習課長 

宇仁　猛　　　　学校教育課参事 

稲葉　元紀　　　学校教育課　課長補佐兼学校教育係長 

土橋　一登　　　生涯学習課　社会教育係長 

坂部　琢　　　　生涯学習課　文化スポーツ係長 

 

 

本会議録調製者は次のとおりである。 

須田　翔悟　　　学校教育課　主事 

 

１　開会 

13時30分　教育長開会を宣す。 

 

２　会議録署名人選出 

会議録署名人に　宮内　慎也　委員を選出。 

 

３　６月定例会会議録承認 

事務局より報告、承認。 

 

４　教育長報告事項 

　　７月事業報告、８月事業計画について、学校教育課参事、生涯学習課長が資料に基づき説明。 

 

 教育長 （委員で共有すべき新聞記事等について説明） 

漢字きれいな書き方覚え方（６月28日付　静岡新聞） 

デジタル端末の普及に伴い手書きの機会が減少して漢字を苦手とする子どもが

増える中、漢字を書く意義や綺麗に書くコツ、覚えるコツについて日本書写技能

検定協会の理事長が解説した記事の紹介。 

中３、「英検３級以上」54％、過去最高（６月28日付　静岡新聞） 
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 中学校３年生の英語検定３級相当以上の取得率が過去最高の54％に達したとす

る報道。教育振興基本計画における2027年度までの目標値（60％以上）に向けた

進捗状況を共有。 

ミストシャワーを点検（６月30日付　伊豆新聞） 

ヤマト設備工業による地域貢献活動の一環として、浜崎小学校のミストシャワ

ー点検が実施された記事の紹介。同社は稲生沢小学校や認定こども園にも熱中

症対策として無料設置・定期点検を行っている旨を報告。 

子どもの近視増加（６月30日付　静岡新聞） 

子どもの近視増加及び低年齢化が年々進行している実態についての報道。近視

の進行に伴う将来の眼病リスクの高まり等に関する情報を共有。 

下田市教委「市史通史編・上」19日刊行記念講演（７月２日付　伊豆新聞） 

「下田市史 通史編・上」の刊行を記念した講演会が19日に開催された記事の紹

介。 

旧町名入り石柱探し（７月２日付　伊豆新聞） 

下田小学校６年生40名が総合学習の一環として、中心市街地に点在する旧町名

入りの石柱を探す活動を実施。1962年の住居表示法施行により地図上からは消

えたものの、旧町単位の活動が下田太鼓祭りの山車引き回しなど地域文化とし

て定着している背景を含めて紹介。 

賀茂全体で学び展開（７月４日付　伊豆新聞） 

賀茂地区３校のキャンパス制を盛り込んだ県の基本構想についての報道。南伊

豆分校園芸科の閉校方針に変更はない旨を共有。 

総合「学習」を「探究」に（７月４日付　静岡新聞） 

次期学習指導要領に向けた中央教育審議会作業部会の議論において、「総合的な

学習の時間」の名称を小中高で統一して「総合的な探究の時間」に変更する方針

が盛り込まれた件についての報告。2030年度からの順次実施及び情報教育強化

の動向を共有。 

下田高校野球部が２回戦へ（７月５日付　伊豆新聞・静岡新聞） 

第108回全国高校野球静岡大会１回戦にて、下田高校が池新田高校に４-９で逆

転勝利し２回戦へ進出した報道（２回戦で浜松開誠館高校に敗退）。 

小学校魅力向上へ（７月７日付　伊豆新聞） 

７月６日に第１回「小学校魅力化会議」が開催された報告。来年度末までに８～

10回程度の会議を重ね、市内７校を存続させる形での魅力的な学校づくりに向

けた検討を進める方針を提示。 

手書きの楽しさ学ぶ（７月７日付　伊豆新聞） 

文化庁の補助事業として実施されている「下田市伝統文化子ども書道教室」の紹

介。12月まで計12回、宮川大輝氏の指導のもと龍巣院にて開催されている旨を報

告。 

伊豆新聞コラム欄「潮の響」（７月８日付　伊豆新聞） 

須崎を拠点に55年間の実績を積み、最盛期には300人の児童生徒が通った珠算教

室が閉鎖することを紹介したコラム記事。 

稲梓小 もじりウナギ捕り作戦（７月９日付　伊豆新聞） 

稲梓小学校４年生11名が総合的な学習の時間において実施した体験学習の紹

介。 
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 下田小で租税教室（７月10日付　静岡新聞） 

下田小学校において下田財務事務所による租税教室が開催されたことについて

の報告。 

「殺」や「刺」野球用語見直しへ（７月10日付　静岡新聞） 

宮城県高校野球連盟や名取北高校の探究活動を発端とする、「殺」「刺」「死」

「盗」「犠」などの漢字を含む野球用語の見直しに関する話題を紹介。 

市町対抗駅伝（７月11日付　静岡新聞） 

市町対抗駅伝のスタート位置抽選会が行われ、下田市チームが１列目を引き当

てた報告。現在、月・水・土曜日に練習を実施中。 

人数少なくても楽しい学校（７月11日付　静岡新聞） 

藤枝市の全校生徒35名の小規模中学校の生徒による読者投稿記事の紹介。小規

模校における魅力や良さを示す内容として、小学校魅力化会議の取組を後押し

する事例として共有。 

稲取中吹奏楽部この夏で幕を閉じる（７月14日付　伊豆新聞） 

稲取中学校吹奏楽部がこの夏をもって活動を終了することを紹介。 

ＥＵ子どもＳＮＳ制限（７月14日付　静岡新聞） 

欧米諸国において子どもへの影響を考慮したSNS利用制限が広がっている動向

についての報道。今後の日本における対応や課題意識を共有。 

常葉大菊川コールド勝ち（７月14日付　静岡新聞） 

下田中学校出身の小川君が所属する常葉大菊川高校がコールド勝ちを収めた報

道。 

弓ヶ浜海岸でウミガメ産卵（７月14日付　静岡新聞） 

南伊豆町の弓ヶ浜海岸にて６年ぶりにウミガメの産卵が確認された記事の紹

介。 

紙、デジタル混成希望（７月16日付　静岡新聞） 

文部科学省による小中高教科書調査の結果報告。2030年以降の望ましい教科書

の形態として、紙とデジタルを組み合わせた「ハイブリッド型」を求める回答が

多かった実態を共有。 

西堀さん全国表彰（７月16日付　伊豆新聞） 

下田市教育委員功労者として西堀氏が全国表彰を受けたことについての報道。 

熱海校分校化 広がる落胆（７月17日付　静岡新聞） 

熱海高校の分校化決定に伴う地域や関係者の動向についての報道（南伊豆分校

の状況とあわせて共有）。 

望月さん全国大会へ（７月17日付　伊豆新聞） 

下田中学校出身の望月さんが、レスリング（グレコローマン71キロ級）で全国大

会出場権を獲得した快挙の報告。 

国語「記述」課題続く（７月17日付　静岡新聞） 

全国学力・学習状況調査（小６・中３対象）の結果報告。平均正答率の傾向及び

国語の記述式問題における課題について共有。 

 教育長 教育長報告事項は以上です。質疑等ございますか。 



- 4 - 

 

 

５　議事 

(６)　報第13号　専決処分の承認を求めることについて 

　　　専第13号　下田市立小学校魅力化検討会議設置要綱の一部を改正する告示の制定について 

 

６　協議報告事項 

　下田市立図書館及び生涯学習施設の基本構想・基本計画案の策定状況について 

　　下田市奨学振興基金の概要及び事業実績について 

 

 

７　閉会 

次回開催日を８月27日（木）13時30分からに決定。 

教育長　14時40分に閉会を宣す。 

 

会議録署名人

 宮川委員 高校の再編や分校化について記事が出ていましたが、今の中学 3 年生が高校受験を

する際に、「この高校ではどの部活動が存続するのか、再開できるのか」という情報

が明示されていません。「何部がなくなるらしい」といった噂ばかりが入ってきて不

安です。高校側に働きかけて、部活の存続状況などを明確に知らせてもらえると、

選ぶ側としては助かる。

 事務局 部活動の動向などは生徒や保護者にとって非常に重要です。高校との協議の場など

で、中学生や保護者が安心して進路を選べるよう、明確な説明を行うようしっかり

要望していきます。

 宮内委員 下田高校が「おもてなし人材育成プロジェクト」の一環で、元ディズニーキャスト

の方の講話を聞いた上でディズニーランドへの遠足（ホスピタリティやオペレーシ

ョンの現地学習）を行い、文化祭の運営に活かすという探究学習を実施すると聞き

ました。これは非常に面白い素晴らしい取り組みだと感じます。本物に触れ、下田

と外部を比較しながら学ぶ視点も大事。

 西川委員 稲取中などの吹奏楽部が休部になる話がありましたが、地域の吹奏楽人口の減少や

高齢化は寂しいものがあります。部活がなくなったことで楽器を吹く機会が失われ

るのはもったいないので、小中学校や地域が一緒になって音楽を楽しめるようなイ

ベントや場づくりが下田市でできたらいいなと感じています。

 教育長 その他に質疑等ございますでしょうか。

 全委員 （質疑なし）

 教育長 「専第13号　下田市立小学校魅力化検討会議設置要綱の一部を改正する告示の制

定について」を議題といたします。事務局より説明をお願いします。

 （事務局より資料に基づき概要説明）

 教育長 このことについて質疑等ございますでしょうか。

 全委員 （質疑なし）

 教育長 専第13号について、原案のとおり承認することで決定しました。


